
産地生産基盤パワーアップ事業

都道府県事業評価

都道府県名 大分県

Ⅰ　産地パワーアップ計画（収益性向上タイプ）

（２）販売額又は所得額の10％以上の増加
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販売額10％
以上の増加
（2,918％
増）

73千円 1.5
苗木が未成木である
ため、本年度におけ
る出荷実績なし。

－ －

令和７年度産の
JA出荷伝票等や
確定申告書類な
ど販売額が確認
できる書類に基
づいて実績の検
証を行う。

-

苗木が未成木であ
るため、本年度に
おける出荷実績な
し。

1.832,230千円 1.83 5,013 445 － 04,347 17

佐伯市
農業再
生協議
会

5
弥生地
区

キウイ
フルー
ツ

栽培管理機械類
（リース）の導入に
より、キウイフルー
ツの計画的安定生産
と産地強化に取り組
む。

0.97
391,270
千円

出荷伝票や申告
書類など販売額
が確認できる書
類に基づいて実
績の検証を行
う。

21%

ハウス整備がＲ
４・Ｒ５の分につ
いては、栽培実績
がないため、目標
達成には至ってい
ない。

ハウス整備がＲ４・
Ｒ５の分について
は、栽培実績がない
ため、目標達成には
至っていない。

304,560 1,324 1,231 1,2696.94 352,398 1,213 －
403,371
千円

6.495.96 312,894 1,220 －
427,620
千円

381,730千
円

4 佐伯 いちご

生産技術高度化施
設の導入により、
いちごの計画的安
定生産と産地強化
に取り組む。

総販売額の
10%以上の
増加
11%の増加

地域協議会等の評価 都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年
度

面積

地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

補正係数

事後評価の検証方
法(※定量的な検
証ができるこ
と。)

達成率
（％）

事業実施
前年度

価格補正
後の実績生産コスト 年

度
出荷量

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物
 価格(販売単価)面積 生産量又は

出荷量

取組内容

成果目標

生産量又は  価格(販売単価)

目標年度
出荷量

生産コスト面積 生産量又は  価格(販売単価)

141.
2

6,335 67 －

生産コスト 年
度

竹田市
農業再
生協議
会

2
竹田市
菅生・
荻地区

キャベ
ツ、に
んじん

加工用野菜産地形
成の推進
①契約取引増加に
よる販路拡大の取
組み
②加工向け及び中
食・外食向けの販
路拡大の取組み

総販売額の
10％以上増
加

56.7%増加

総販売額
264,808千

円
93.6 4,280 62 －

総販売額
422,973千

円

総販売額
380,046千円

138 5,884 65 -

面積、出荷量とも
に目標値を下回っ
ている。適期収穫
を促し作付面積、
秀品率増加するよ
うに営農指導体制
を構築する必要が
ある。

キャベツについては面
積を達成しているが、
人参が品質低下による
単価安のため面積が減
少している。目標達成
に向けて、人参の品質
向上を行うと共に作付
け拡大を行い、出荷量
の向上を図るよう指導
していく。

契約販売
が主なた
め、価格
補正は行
わない。

－ － － －

出荷伝票等の販
売実績が確認で
きる書類に基づ
いて販売額を集
計し検証を行
う。

72.9%

佐伯市
農業再
生協議
会

1
佐伯地
区

いちご

生産技術高度化施
設の導入により、
いちごの計画的安
定生産と産地強化
に取り組む。

販売額の
10%以上の
増加

52%の増加

250,128千
円

4.65 231,770 1,079 －
販売額

381,730千
円

5.96 312,894 1,220 －
387,039
千円

6.27 292,462 1,323 1,242 1,253 0.981
379,685
千円

出荷伝票や申告
書類など販売額
が確認できる書
類に基づいて実
績の検証を行
う。
［価格補正地域
価格根拠］
・青果物卸売市
場調査結果（京
都市,北九州市)
・全農大分販売
先別出荷実績
（京都、北九州
市）

98.0%

ウイルスフリー苗
導入や防除に取り
組み、概ね計画ど
おりの栽培がで

き、目標を達成す
ることができた。

病害虫対策等に生産
部会全体で取り組ん
だことで栽培が安定
し、目標達成が見込
まれる。

2
佐伯・
蒲江・
米水津

柑橘

生産技術高度化施
設及び栽培管理機
械類（リース）の
導入により、ハウ
スみかん及び露地
柑橘（レモン）の
計画的安定生産と
産地強化に取り組
む。

販売額の
10％以上の
増加
（18.7％
増）

149,396千
円

12.65 371,119 402 －
177,276千

円
28.9
8

360,786 481 －
118,627
千円

36.5 274,850 432 556.46 610.36 0.912
108,188
千円

令和７年産ＪＡ
出荷伝票等や確
定申告書類など
販売額が確認で
きる書類に基づ
いて実績の検証
を行う。

-148%

当該補助事業実施
により整備された
栽培施設等は、一
部を除いて苗木が
未成木であるた
め、本年度におけ
る出荷実績がほぼ
ない。

当該補助事業実施に
より整備された栽培
施設等は、一部を除
いて苗木が未成木で
あるため、本年度に
おける出荷実績がほ
ぼない。

目標の
実現可能

性

現状値
は、2期目
の早期開
始のた
め、当初
R3目標値
を設定
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総販売額の
10%以上の
増加

100,818,37
5円

47.85

宇佐市
農業再
生協議
会

出荷伝票や申告
書類等の販売額
が確認できる書
類に基づいて、
実績を検証す
る。

471.9%

防霜ファンの設置
及び管理機の導入
により、大幅に販
売額の増額に繋

がった。

生産量、販売額の拡
大が計画されており
目標も達成できてい

る。

－ － － －875 － 154,565,770円 47.9 189,351 816106,222 －
112,208,00

0円
128,2384 山香 茶

農作物被害防止施
設整備
農業機械の導入

R3年度に新規ハウ
スが完成したが新
植したシャインマ
スカットの収穫ま
で数年かかるた
め、既存施設のみ
の実績となってい
る。

整備した施設につい
て、未収益期間のた
め目標達成に至って
いない。R6年度より
結実見込みのため今
後収量増加が見込ま
れる。

－ － － －

【現状につい
て】R2年度の販
売実績から集計
する。
【目標につい
て】目標年度の
販売実績から集
計する。

13.0%
13,669,203

円
1.39 10,084 1,303－

販売額
33,528,700

円
1.39 23,144 1,449 －25

有徳原
地区

ぶどう
施設果樹（ぶど
う）産地の形成の
推進

総販売額の
10%以上増
加

215.5%増加

販売額
10,627,400

円

875 47.85

総販売額
123,005,53

8円
2.48 111,756 1,101

杵築市
農業再
生協議
会

3
杵築地
区

いちご

生産技術高度化施
設の導入により、
いちごの計画的安
定生産と産地強化
に取り組む。

総販売額の
10%以上の
増加

(80％の増
加)

－
総販売額

221,562,16
6円

4.5 185,918 1,192 －
246,083,11

3
円

4.6 167,552 1,469 1,219 1,330 0.917 225,658,215

出荷伝票や申告
書類など販売額
が確認できる書
類に基づいて実
績の検証を行
う。
[価格補正の単
価根拠]
青果物卸売市場
調査報告のいち
ご卸売価格

104%

本事業により産地
面積が増加したこ
とで、販売額が増
加して目標を達成
した。

産地面積が計画通り
拡大し、販売額の目
標を達成した。

23
宇佐地
区

いちご
施設野菜（いち
ご）産地の形成の
推進

総販売額の
10％以上増
加
44%増加

総販売額
193,015千

円
3 176,190 1,095 －

総販売額
277,601
千円

4 229,015 1,212 －

【現状につい
て】H30年度の
販売実績から集
計する。
【目標につい
て】目標年度の
販売実績から集
計する。

－
174,110
千円 4 145,442 1,197

24
宇佐地
区

施設野
菜（小
ねぎ）

施設野菜（GAPに
取り組むこねぎ生
産者）産地の形成
の推進

総販売額の
10％以上増
加

－
総販売額
157,802
千円

-22%

栽培管理に失敗し
たことや一部、年
間を通してのハウ
ス活用ができな
かった生産者がい
たため、目標達成
することができな
かった。

スケジュールの管理不足
から適期作業が出来ず、
収量が減少した生産者が
いたことから、目標達成
に至らなかった。栽培指
導を行い、単収向上を進
める必要がある。

－ － －

6.7 244,218 646 －
131,722
千円

5.3 196,246 671 － － － －
目標年度の販売
実績から集計し
検証する。

71.0%

昨年度に比べて生
産量及び販売価格
は上昇したもの
の、目標達成には
至っていない。価
格の動向を注視
し、高単価時の出
荷量を増やす。

生産量及び販売単価
は上昇しているが、
目標達成には至って
おらず、高単価時の
出荷や、販路の開拓
を進める必要があ

る。

26

高家地区
（下高
家、上高
家、東高
家、浜高
家）

大麦

大規模経営に対応
した農業機械の導
入により作業効率
を向上し、作付面
積の拡大と適期の
作付が可能となり
単収増による単位
面積当たりの販売
額10％以上の増加
を図る。

ﾆｼﾉﾎｼ
25

単位面積当
たりの販売
額の10％以
上の増加

6,884円
/10a

28.1
7,614円
/10a

- -

作付面積は、営
農計画書等で確
認
販売実績は、JA
出荷伝票等で確
認
【現状】販売額
1,934,450円
　　　　作付面
積　    28.1ha
【目標】販売額
3,563,200円
　　　　作付面
積　 　 46.8ha
【実績】販売額
3,026,544円
　　　　作付面
積　 　 56.8ha

－
5,328円
/10a

56.8
ﾆｼﾉﾎｼ

178,032
ﾆｼﾉﾎｼ
17

-
ﾆｼﾉﾎｼ
77,378

ﾆｼﾉﾎｼ
25

－
ﾆｼﾉﾎｼ

142,528
46.8

0.69 10,090 1,053

総販売額
68,329千円

3.4 120,616 567

面積については、目
標を大きく上回る規
模となったが、取組
主体の急激な面積拡
大により、作業が追
いつかず単収が低下
したため、結果とし
て産地の販売額が低
下した。作業の効率
化や栽培計画を立て
ることで、作業が遅
れないように指導

し、単収の向上を図
る。

-213.2- -

適期作業が行えた
経営体は、天候に
も恵まれ高単収と
なった。取組主体
は急激な規模拡大
により適期作業が
できず単収低下と
なってしまった。
また、販売単価の
下落により販売額
も減少し、目標未

達となった。

更なる作
業の効率
化による
適期作業
の実施と
排水対策
の徹底に
より、単
収を向上
させ、販
売額の増
加を図
る。

別紙参照

-
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トマト黄化えそ病の蔓延
による収量減、高齢化に
よる生産者の減少により
目標値に達しなかった。
トマト黄化えそ病対策や
排水対策を実施し、単収
向上に取組むとともに、
新規就農者確保や既存生
産者への露地作型推進に
より面積拡大を行い、目
標達成を図るよう指導す
る。

25.0%407 375 1.085 ########

部会の決算書及
び出荷伝票等の
販売実績が確認
できる書類に基
づいて販売額を
集計し検証を行
う。
［価格補正地域
価格根拠］
・青果物卸売市
場調査結果（九
州)

339.4 5 257.1 344.6

昨年と比較して目標達
成率は向上している。
しかし、生産面積が伸
びていない。新規就農
者等の確保に努め面積
拡大に向けて関係機関
と連携した取り組みを
行い、目標達成出来る

ように指導する。

4.35 217.085 374 －
141,054,64

0円
5.9

玖珠町
農業再
生協議
会

1
玖珠・
九重、
日田

ピーマ
ン

選果機の増設を行う
ことで生産者の出荷
調整作業の省力化を
図り、既存生産者の
規模拡大、反収向
上、新規栽培者の確
保を図る。

総販売額の
10%以上増
加

81,172,185
円

0.948 193,358,441

出荷・販売実績
を確認できる書
類（出荷伝票
等）を用いて成
果の検証を行
う。

-44.7%

生産技術高度化施設の
導入により、いちごの
計画的安定生産に取り

組んでいる。
栽培面積の減少により
目標未達であるが、産
地への高品質生産技術
は向上しており地域全
体の所得向上が期待さ

令和4年度に導入した施設
はまだ栽培開始していな
いため、既存施設分のみ
の実績となっている。R4
年産は12月の寒波等で生
育が遅れ、病害発生によ
り減収となった。

145,689 1,400 - 1,330 1,4034.228 193,808 1,271 －
総販売額

204,005,87
3円

3.75
総販売額

217,056,37
8円

4.044 171,232 1,268 －
総販売額

246,262,30
9円

5 臼杵 いちご

生産技術高度化施
設の導入により、
いちごの計画的安
定生産と産地強化
に取り組む。

総販売額の
10%以上の
増加
(13.5%の増
加)

豊後大
野市農
業再生
協議会

1
三重町
小坂地
域

キウイ

灌水施設資材導入
により生産設備を
整え新たなキウイ
産地の確立に取り
組む。

販売額の
10%以上の
増加

2,169千円 7.4 3,155 800 －
46,444
千円

10.4 126,757 428 － 53,410千円 10.4 89,304 598 － － － －
出荷伝票や販売
伝票による検証

115.0%

令和4年度は台風
よる落果や傷果等
により、生産量の
減少がみられた

が、成園化が進ん
でおり、令和5年
度は目標生産量達

成見込。

適切な幼木管理によ
り生産量が拡大し、
目標が達成できてい

る。

臼杵市
農業再
生協議
会

4
南野津
地域

茶
乗用型摘採機の
リース導入

販売額の
10%以上の
増加

857 －
228,466千

円
70.3

191,767千
円

68.7 217,714 881 －
214,812
千円

270,980 843 - － － － －

出荷伝票や申告
書類等の販売額
が確認できる書
類に基づき、実
績を検証する。

159.2%

①平成18年より法人2
社が㈱伊藤園の緑茶飲
料原料茶の生産に取り
組んでいる。②本事業
により㈱優成農産及び
(有)豊後大分有機茶生
産組合の効率的な作業
体制が構築され、販売
額が19.1％増加した。
③意見なし④意見なし

生産量、販売額の拡
大が計画されており
目標も達成できてい
る。

2 野津
ピーマ
ン

施設野菜産地の形
成の促進
　①パイプハウス
の導入による産地
規模の拡大、計画
生産体制の強化
　②安定した需要
が見込まれる夏秋
ピーマンの産地拡
大に向けた高品
質・安定供給の取
組を推進すること
により、総販売額
10%以上の増加を実
現する。

総販売額の
10％
以上の増加
（36.1％の
増加）

総販売額
554,633,69

0円
11.66 1,792,252 309 －

総販売額
754,984,181円

16.76 2,433,856 310 －
総販売額

704,448,47
5円

19.4 2,271,549 310 - 324 325 0.997 702,335,130

出荷・販売実績
を確認できる書
類（出荷伝票
等）を用いて成
果の検証を行
う。

◆価格補正単価
根拠
・青果物卸売市
場調査
・JAおおいた
ピーマン出荷実
績

73.7%

就農学校、ファーマー
ズスクールの卒業生が
就農するにあたり、本
事業により栽培施設資
材の導入を行った。担
い手確保の取組等によ
り産地の農業者数・栽
培面積は増加傾向であ
るが、R4年度は黄化え
そ病の蔓延や台風被害
により夏から秋にかけ
て収量が落ち込んだた
め目標達成には至らな
かった。今後、病害対
策を徹底し収量・販売
額向上に向け関係機関
一体となり指導を行っ
ていく。

令和4年度は黄化えそ
病の発生や台風の影
響により収量が落ち
込んだ。産地一体と
なって残渣処理の徹
底、罹病株の早期排
除等の病害対策に取

り組んでいく。

総販売額
810,159,89

0円

－
88,608,613

円

434 －6
臼杵・
大分・
佐伯

ピーマ
ン

17.13 2,423,681

総販売額の
21.7%以上
の増加

総販売額
1,052,220,

710円

施設野菜産地の形成
の促進
　①パイプハウスの
導入による産地規模
の拡大、計画生産体
制の強化
　②安定した需要が
見込まれる夏秋ピー
マンの産地拡大に向
けた高品質・安定供
給

  ③梱包の自動化等
機能向上及び選果ラ
インの追加による選
果の効率化

の取組を推進するこ
とにより、総販売額
10%以上の増加を実現
する。

－
総販売額

1,280,481,7
81円

415.6

29.2%

R4年度は作付面積
は増加したもの
の、黄化えそ病の
蔓延や台風被害に
より出荷量は目標
に到達しなかっ
た。病害虫被害へ
の対応が遅れた生
産者が大きな被害
を受けたことか
ら、今後は県・
市・JAが連携して
圃場を巡回し、適
切な指導を行うこ
と
で目標達成を目指
す。

#### 2,561,894 316 - 496

出荷・販売実績
を確認できる書
類（出荷伝票
等）を用いて成
果の検証を行
う。

R4年度は作付面積は
増加したものの、黄
化えそ病の蔓延や台
風被害により出荷量
は目標に到達しな
かった。病害虫被害
への対応が遅れた生
産者が大きな被害を
受けたことから、今
後は県・市・JAが連
携して圃場を巡回
し、適切な指導を行
うことで目標達成を
目指す。

関連整理
No.2

356 1.382 1,118,809,85324.24 3,317,310 386

80.2 250,679

別紙参照



R2 ha kg
円
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円
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円
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円
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/
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円
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円
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kg
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円
/
kg
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円
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kg
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円
/
kg

円
/
k
g

千
円

R2 ha kg
円
/k
g
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円
/k
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円
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（６）労働生産性の10％以上の向上
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位

単
位
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位
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位
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位
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位
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位
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位
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位
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位
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0
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千
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円
時
間

R5 ha
千
本

円
時
間

R4 ha 円 円

247
(事業実施
1年限り)

販売額が確認でき
る資料に基づき検
証する

- 647,573千円

技能実習生の入国
が遅れた等の理由
により、目標値に
達していない状況
であるが、令和4年
度の施設整備によ
り、令和5年以降の
生産量、販売額の
増加が期待でき
る。

目標値に達していな
い状況であるが、目
標年度までに生産量
及び販売額の向上の
ため、引き続き関係
機関と連携し指導に
努める。

230 2.91 2,6212,971 222 - 728,226千円 2.85 3,166
別紙のと
おり

275 262 1.050 27%#####

日田市
農業再
生協議
会

1 日田市
えのき
たけ

菌類栽培施設等を
整備し、生産量の
増加を図る。

販売額の6%
を超える増
加

661,373千円 2.74 -

目標年度
出荷量 出荷量 出荷量

年
度

生産量又は  価格(販売単価) 労働時間 年
度

都道府県の評価補正係数
価格補正
後の実績

事後評価の検証方
法(※定量的な検
証ができるこ
と。)

達成率
（％）面積 生産量又は  価格(販売単価) 労働時間

事業実施
前年度

備考
現状 目標 実績

年
度

面積 生産量又は  価格(販売単価) 労働時間
地域協議会等の評価

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

面積

地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

8.82 3,226 56

佐伯市
農業再
生協議

会

3
佐伯地

区
キク

産地拡大･省力化
①ハウス新設によ
る規模拡大
②暖房機および選
花機導入による省
力化

労働生産性
の10%以上
の増加

労働生産性
11,139

(円/時間)
8.29 2,800 54.6 13,731

労働生産性
13,998

(円/時間)
12,907

労働生産性
15,364
（円/時
間）

8.48 2,120 64.6 8,913 54.702 62.287 0.878
13,489
円/時間

事業取組主体の
経営実績を作業
日誌等から検証
する。

82%

新型コロナの影響
により出荷本数等
が減少している。
作業の省力化等を
図り、労働生産性
の向上は図れてい

る。

新型コロナの影響に
より出荷本数等が減
少している。作業の
省力化等を図り、労
働生産性が向上する
よう指導していく。

150,519
899円
/kg

玖珠町
農業再
生協議
会

1 山田
菌床椎
茸

菌類栽培施設等を
整備し、生産量の
増加を図る。

総販売額の
6%以上の増
加

127,731千円 2.05 96%

施設導入が行われ
産地としても生産
量の増加が期待さ
れる中、現状地に
比べて生産量も増
加傾向にある。取
組目標である総販
売額についても向
上が図れている。
目標年度まで引き
続き努力し続けて
もらいたい。

目標年度までに総販
売額、生産量ととも
に向上が図れるよう
引き続き関係機関と
連携して支援してい
く。

(事業実施
1年限り)

883 875 1.00914
販売額が確認で
きる資料に基づ
き検証する

#####－ 159,608千円 2.56 186,552 856 －
849円
/kg

- 162,719千円 2.56 181,000

備考

別紙参照

豊後高
田市農
業再生
協議会

2

美和・
払田・
荒尾・
築地

いちご
（ベ
リー
ツ）

施設野菜産地（いち
ご（ベリーツ））の
形成の推進

販売額の
10%以上増
加
118%の増加

販売額（ベ
リーツ）

13,673千円
0.33 10,117 1,352

販売額（ベ
リーツ）

29,819千円
0.41 22,692 1,314.0 －

14,320
千円

0.24 10,379 1,380 － － － －
大分県農協の販
売実績により検
証

4.0%

新規ﾊｳｽがR5.3に
完成したため、R4
年度は既存施設の
みの実績となって
いる。

新規ﾊｳｽがR5.3に完成
したため、R4年度は
既存施設のみの実績
となっている。

中山間地
域所得確
保計画と
の連携に
より面積
要件の特
例


